
６月のストーリーテリング
2014年 ６月１１日 （

主催：高知県立図書館

場所：高知県立図書館 児童図書研究室

１．あなのはなし
『なまくらトック（愛蔵版おはなしのろうそく

【語り手から】

ナンセンスなお話なので、子どもたちに

２．あるだんなさんとおかみさんのはなし
『おはなしのろうそく6』（東京子ども図書館

【語り手から】

先月同様、余裕のない中ではありましたが

の前では、だんなさんのするあべこべな

３．ことばあそびうた（詩）
『ことばあそびうた』（谷川俊太郎／詩 瀬川康男

4．ブドーリネク
『おはなしのろうそく1』（東京子ども図書館

【語り手から】

このお話の楽しさが自分でもわかってきて

かったかしら？

５．六人男、世界をのし歩く
『子どもに語るグリムの昔話2』（グリム／〔

【語り手から】

小学校４年生くらいに語っています。

６．三まいの鳥の羽
『子どもに語るグリムの昔話5』（グリム／〔

【語り手から】

小学校４年生に語りました。今まで以上

７．浦島太郎
『おはなしのろうそく25』（東京子ども図書館

【語り手から】

『おはなしのろうそく 25』の「話す

情景をしっかり描くこと。」と書かれているのを

８．はらぺこピエトリン
『子どもに語るイタリアの昔話』（剣持弘子／

【語り手から】

久しぶりにこの場で語って緊張しました

8月の勉強会は、会場の確保ができないため

9月から、児童図書研究室において

367

のストーリーテリング勉強会
（水） 9:30～12:00

高知県立図書館 参加者：1２人

児童図書研究室（子ども読書室奥）

次回
7月

9:30

場所：

（子

おはなしのろうそく２）』（東京子ども図書館／編・発行）より

どもたちに素直に届けられるよう練習に励みたいです。

あるだんなさんとおかみさんのはなし
図書館／編・発行）より

ではありましたが、皆さんが笑顔で聞いてくださることに暖かさを

だんなさんのするあべこべな部分を丁寧に語りたいと思います。

瀬川康男／絵 福音館書店／発行）より

図書館／編・発行）より

でもわかってきて語れるようになりましたが、今日はちょっと自信

／〔著〕 佐々梨代子／訳 野村泫 ／訳 こぐま社／発行）より

。奇想天外なホラ話はこの年齢の子がとても楽しんでくれます

／〔著〕 佐々梨代子／訳 野村泫 ／訳 こぐま社／発行）より

以上にこの話が好きになりました。

図書館／編・発行）より

す人のために」の中で、「深い海の世界や龍宮城の四つの

かれているのを、語ったあとで読んで、よくわかりました。

／訳・再話 こぐま社／発行）より

しましたので、なめらかに言葉が出なかったです。２～３学年

おはなしの所要時間は、語り手の

ができないため休会いたします。

において再開します。

次回の勉強会は
月9日（水）
9:30～12:00

：当館児童図書研究室

子ども読書室奥）

5分

7分

かさを感じました。子どもたち

10分

18分

自信なく語ったので、面白

20分
より

しんでくれます。

9分
より

14分

つの窓から見える神秘的な

7分

学年に語っています。

の方にお聞きしたものです。


